
●施設認定

日本脳神経外科学会　研修施設

日本脳卒中学会一次脳卒中センター

日本循環器学会　循環器専門医研修施設

日本不整脈心電学会認定　研修施設

●その他

ワーク・ライフ・バランス認証

さっぽろエコメンバー登録

☎(011)863-5151

札幌市白石区本通8丁目南1番10号

http://www.ssn-hp.jp/

理事長・院長　野中　雅

FAX(011)863-5161

■診療科目
脳神経外科･脳神経内科･循環器内科・心臓血管外科･
腎臓内科(人工透析)･放射線科･リハビリテーション科・
麻酔科(長堀かな子) 
■診療時間
【平日】　
　午前／受付8:40～11:30（診察9:00～12:00）
　午後／受付11:30～16:30（診察13:00～17:00）

交通アクセス
●地下鉄東西線南郷７丁目駅下車徒歩5分
●ＪＲバスご利用の場合は「白石本通８丁目」下車
●駐車場及び身障者専用駐車スペースもあります
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あ い さ つ
　当院では、“患者さんに体力的な負担の少ない

治療”を第一に考え、脳血管内治療をいち早く取

り入れてきており、多くの良好な治療成績を上げ

ております。

　また、脳卒中のみならず日本人に増加している

動脈硬化による心臓及び末梢の血管病変に対し総

合的な治療を行うため、循環器内科を併設してお

ります。

　体にやさしい血管内手術は、全身の血管病変に対し低侵襲にアプローチ

できるため、とくに高齢の患者様には有益な治療方法として注目されてい

ます。当院では血管内手術の専門病院として、皆様の健康維持に貢献でき

るよう、日々研鑽を積んでおります。

　今後も皆様の救急医療の一端を担うと共に、心・脳卒中診療における最

新の治療法をお届けできるよう、職員一丸となって取り組んでまいります。

気になることがあればいつでもご相談ください。

理事長・院長　　野中　雅

血管撮影を行うＤＳＡ。

動脈瘤などの病変部を立

体的な３Ｄ画像として描

出する

札幌白石記念病院札幌白石記念病院

日本脳神経血管内治療学会　専門医研修施設

全科の医師が集まり毎朝

行う「ブレーン・ハート・

カンファレンス」

いのちと向き合う　こころと向き合う

●病院理念

●病院方針

・頭から足の先までの動脈硬化性病

  変に対応できる病院を目指す

・チームによる円滑な医療を滞りな

  く提供する

・社会医療法人としての自覚を持ち、

  地域医療に貢献する

・職員が満足できる職場環境をつくる

■ベッド数　一般70床(うちICU7床・SCU6床）
　　　　　　回復期リハビリ33床

救急医療体制

２４時間３６５日
平日９時～１７時

脳神経外科

循環器内科

←波紋上に線が出るので隠しています
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脳動脈瘤コイル塞栓術
　術前

脳動脈瘤コイル塞栓術
　術後

内頚動脈ステント留置
術　術前

内頚動脈ステント留置
術　術後

内頸動脈ステント留置術 脳動脈瘤コイル塞栓術
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